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会話の含みの取り消し可能性に着目した大規模言語モデルの評価 
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大規模言語モデル（LLM）の著しい発展が続く中で、様々な観点から LLM の性能を評価することが

求められている。人間の言語に見られる現象の一つに会話の含みがある。会話の含みとは発話によっ

て暗に伝えられる文脈依存的な言外の発話意図である。会話の含みには、ある発話で生じる会話の含

みは別のある文脈を想定することによって取り消すことが可能であるという特徴がある。この特徴に

より、同じ文であっても文脈に応じて異なる会話の含みが生じ得る。本研究ではこの会話の含みの取

り消し可能性に着目し、LLMが人間と同じように文脈に応じて会話の含みを読み取ることができるの

かを検証した。その結果、LLMは人間と比べ、文脈に応じて会話の含みを読み取ることが十分にでき

ていないことが判明した。 
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